
お正月に向け、 菜(正月菜)を栽培しよう

餅菜は、古くから愛知県尾張地方、岐阜県美濃地方で栽培されており、この辺りの武家の雑煮
では餅菜のみを具として、「餅」と「菜」を一緒につまんで食べる慣わしでした。これは「名（=
菜）を持ち（=餅）上げる」という縁起担ぎだったといわれています。餅菜（正月菜）は、小松菜
に近い在来の菜類です。

家庭菜園に関する相談は、TAC（タック）、支店営農経済担当者までご連絡ください。

今月のテーマ

作り方は、小松菜と同じです。
丈夫で作りやすく、種まき後50日ほどで収穫できます（品種名：晩生小松菜）。葉は、濃緑色の長円形、茎は扁平で細く、
やや丸みがあります。餅菜（正月菜）は小松菜に比べると軟らかく、その食味を求める消費者もあり、この地域の一部の
農家で栽培されています。一方、小松菜よりも葉の厚みがなく、葉色は薄く、葉柄が細いため、日持ちは悪くなります。

畑の準備：種まきの2週間前に苦土石灰100㌘/m²、完熟堆肥1㌔/m²及び化成肥料（8-8-8）100㌘/m²を施します。プランター（幅
60㌢×奥行20㌢×深さ20㌢）では、苦土石灰、完熟堆肥、化成肥料（8-8-8）それぞれ一握り程度混ぜ込みます。

栽植密度：畝幅80～90㌢、条間15㌢、株間3～5㌢、畝高10～20㌢とします（水はけの悪い畑では高畝にする）。
種 ま き：10月上旬に種を播くと、年末に収穫できます。種まき前に十分かん水し、幅90㌢の畝に深さ1㌢程度の4条のスジまき

にします。その後、薄く覆土して、軽く鎮圧し、種まき後静かに十分かん水します。プランター（幅60㌢×奥行20㌢×
深さ 20㌢）では、深さ1㌢程度の2列のスジまきにし、薄く覆土、軽く鎮圧、種まき後静かに十分かん水します。

間 引 き：本葉2枚の時、葉が触れ合わない程度に1回目の間引きをし、本葉4枚の時に2回目の間引きをします。本葉5～6枚の時
に、3回目の間引きを行い、最終株間を10㌢程度とします。

土 寄 せ：間引き後は、毎回土寄せをします。
追　　肥：1回目と2回目の間引きの後には、化成肥料（8-8-8）50～60㌘/m²を施用します。3回目の間引き&土寄せの後にも、

追肥を施用します。プランター栽培では、葉色の状態を見て、適宜追肥を行います。種まき後30日頃から急激に肥料を
吸収し始めます。

トンネル被覆：気温が特に低い年には、12月にトンネル被覆をするとよいでしょう。
収　　穫：本葉が4～5枚、草丈が20～25㌢程度になった頃、夏場で種まきから25日くらい、

冬場で種まきから90日位で収穫できます。間引いた小苗も捨てないで料理に使えま
す。雑煮の他、おひたし、汁物などに利用します。

防　　除：気温が高い時期にはコナガ、ハスモンヨトウ、アブラムシ等が食害します。防虫
ネットを張るか、は種前にスタークル粒剤を土に混ぜる（6㌘/m²）と良いでしょ
う。その他の農薬は「餅菜」、「非結球あぶらな科野菜」または「野菜類」に登録のあ
る薬剤を使用してください。

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

高品質な大豆生産を目指して ～適期収穫と汚損粒対策～

フランネルフラワー生産について

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］ 水川 真弓さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技師］ 坂井田 彩野さん
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収穫は種 トンネル被覆

●栽培のポイント

　今年の大豆の播種は、早いところでは6月下旬から始まりました
が、7月中旬以降は降雨が続き、計画どおりに播種作業が進まない
状況でした。8月上旬まで、長期にわたり播種が続いたことから、生
育ステージにばらつきがみられます。また、降雨による湿害の影響
で生育不良が一部ほ場でみられるものの、生育期間中は気温が高
めに推移し、順調に生育が進んでいます。
　大豆は11月に入ると成熟期を迎え、収穫が始まります。高品質な
大豆生産に向けて、収穫作業のポイントを確認しましょう。

■収穫時期
　大豆は成熟に伴って落葉し、莢は緑色から褐色に変化し水分が減
少していきます。
　収穫適期の大豆は、次のような状態になります。
1、葉が完全に落葉している。 
2、莢を振るとカラカラと音をたてる。 
3、茎がやや黒みを帯び、手で簡単にポキッと折れる。
4、子実を噛むと歯型がつく(子実含水率15%前後)。
　収穫が適期より早いと、茎や莢の水分が多く汚損粒が発生した
り、子実含水率が高く損傷粒が発生します。また、収穫が遅すぎる

と、裂莢による減収、降雨による「かび」の発生、「しわ粒」等が増
え、品質の低下につながります。大豆ほ場の見回りを行い、適期収
穫が行えるように心がけましょう。
　また大豆の収穫を行う時間帯は、
晴天の日は、午前10時から午後4時
ごろ、曇天の日は、午前11時から午
後3時ごろまでとしましょう。

■汚損粒発生防止
　収穫時期や時刻、土の噛み込み、雑草等が、汚損粒の大きな発生
要因となります。土壌が乾いていないと、泥の付着により汚損粒発
生につながりますので、土の乾き具合や刈り取りの高さに気を付け
ましょう。
　雑草に関しては、オオイヌタデ、アメリカセンダングサなどの大型
雑草が汚損粒発生原因となります。また、近年問題となっている帰
化雑草のホオズキ類（ヒロハフウリンホオズキ、イヌホオズキ）も原
因となります。収穫を控えた11月に抜き取り作業を行い、収穫適期
にスムーズな作業を行えるように準備をしましょう。また、青立ち 
株の除去も合わせて行いましょう。

　フランネルフラワーは、オーストラリア原産でセリ科の多年生植
物です。先端が緑色の白色花弁で、茎や葉が柔らかな毛で覆われ、
他の花き品目にはない特徴を
持っています。切花フランネルフ
ラワーについては、新品種「ファ
ンシーマリエ」が岐阜県で育成さ
れました（H30.4.24　品種登
録）。本品種は、四季咲き性で切
花品質も安定しているため、秋の
ブライダル需要期など出荷期間
の拡大が可能となりました。現
在、県内の十数名（西濃管内3
名）が研究会を立ち上げ、試作・
生産を行っており、今回は、その
内容について紹介します。

【栽培の特徴・留意点】
・フランネルフラワーは、酸性（pH5程度）を好むため地植え栽培
では生産が不安定でしたが、ポット栽培に切り替えることによっ
て安定生産が可能となりました。

・かん水については、鉢の重さを確認し天候に応じて行い、過湿状
態を数日作らないようにします。また、用土はピートモス主体であ
るため、乾燥させすぎるとかん水しても含水しにくくなるので、適
湿管理に努めましょう。 
・栽培環境条件としては、極力日光を当てることが重要ですが、夏
越し作型であるため35℃を超えるような環境では50%～80%
程度の遮光を行います。
・秋出荷後の株を養成することで2度切り栽培が可能となります。

【市場評価・今後の課題】
・ナチュラルな花色、草姿に人気があり、花持ちが良いことから、高
級生花店等で希少な国産花きとして販売されています。 
・生産拡大に向けては、新たな販路拡大や気象変動に対応した栽 
培体系の確立が必要となっています。

収穫適期を迎えた大豆

図2　ファンシーマリエの作型
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